
本号の特集テーマは「公論外交」である。恐らく、多くの読者は初めてこの言葉を目にす

るのではなかろうか。これまでは、「パブリック・ディプロマシー」という英語の概念が、翻

訳されないまま日本ではもっぱら流通してきた。編集委員会では、その重要性に鑑みて特集

号を編むことにしたわけだが、この概念のいっそうの普及と浸透を図るためには日本語に翻

訳することが有用だと考えた。だが、最適な訳語を選定する作業は難航した。さまざまな試

行錯誤、あるいは「思考錯誤」の末に到達したのが、「公論外交」という言葉である。

適訳を探すのが難しかった原因は、公論外交が幅広い領域を覆う概念であり、その意味で

多義性を有することにある。その解説は本号の諸論文に譲るが、そうだからと言ってあえて

翻訳せず、原語をそのまま使ったほうがよいとは必ずしも言えないだろう。上記の意味で多

義的であるという本概念の性質は、原語であろうと同じだからである。ただ、本号の執筆者

はいずれも「パブリック・ディプロマシー」を日本に広く紹介した先駆者たちであり、どの

言葉を用いるかということについて編集委員会としてはあえて干渉していない。

領土や歴史が重要な外交問題となり、公論外交の役割がいよいよ大きくなっていることは

間違いない。翻訳の試みが実を結び、より多くの人がその重要性を認識するようになること

を切に願っている。

（編集委員　高原明生）
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